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概 要

93 

二殻腹足類中現生のものをタマノミドリガイ属，アマミミドリガイ属，ユリャガイ屈に分類した。タマノ

ミド）ガイがもっとも原型的でユリヤガイは殻の変形，肥厚，着色などの進んだものである。ユリヤガイは

現生 9種，化石7種計16種があり，さんと分布海域にみられる。他の二殻腹足類と同様にイワヅタを食うが

ユリヤガイは特に繊細なヒメイワヅタのみを食うので特異な習性がある。

ユリ ヤガイ属は二殻腹足類と呼ばれる貝類の一属である。二殻腹足類は巻貝であるのに二枚貝

をもつ非常にめずら しいも のである。生体が発見されるまでは ，化石種は言うまでもなく現生

種も，二枚貝として報告され分類されていた。

前号でこの類の一新種ゼプラ ユリャガイについて報告したが，ここに解説を加えながらユリ

ヤガイ 類について述ぺる。十分な総括記述をするには研究未了の部分がまだ残っているが，こ

の仕事をはじめて20年以上になった。 ここに今までの経過を記録し，未了のことについては後

日を期したい。

二殻腹足類の出現とその分類

1959年夏タマノミドリガイが岡山県玉野市渋川にあった岡山大学臨海実験所近海から発見さ

れ，新属新種として痰舌目中に新しくタ マノミド リガイ 亜目 ， タマノミドリガイ科 Tamano-

2 
valvidaeを設けて報告さ れた。二殻腹足類の誕生である。タマノミ ドリガイ科全般や その分類
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については稿を改めて述べたい。属名 Tamanovalva,＊ 科名については図鑑などに別名が出て

いることが多いので，その経緯の概要を記す。

3 
タマノミドリガイ発表後， Burn は濠洲でもイワヅタ上から同類の生体を得た。 彼はこれ

4 
が Edentellina**typica Gatliff & Gabriel であるとし，これは T.とよく似ているので同属

と考え， T.はE.の異名であるという意見を出した。

私共は発表の際， E.については Cotton& Godfrey の本について調べ，T.とは明白に異
6 

なる こと をた しかめていた。しかし， 原報告とHedley については調べていなかった。 Burn

は，その後この種の再記載をした。また， T.とE.とは別属として T.fijie応 isBurnを記載

した。

Keenらは私が持参提供 した生きたタマノミ ドリガイの成貝幼貝多数をみてからカリフォル

ニャ半島南端に近いラパースで生貝を採集した。 これがパ リ始新世層から報告された 化石

8 
Berthelinia*** elegans Crosse と同属であると考え E.もこの異名とした。 亜属を新設して

分類し，タマノミドリガイの学名は B.(£.) limaxとすること を提案した。

私共の発表の際には B.については全く知らす，化石はかりでなく現生種の死殻 B.schlum-， 
bergeri**** Dautzenberg についても同様であった。 それで川口らのつぎの3報告には B.

limaxとした。他方，共著者馬場は単独で分類と比較解剖を発表し，はじめ T．と B.とを分け
..10 
たか，すぐ後者に統一した。私は意見を異にしていたので公表を準備した。間もなくアマミミ

ドリガイ を入手し，比較検討の結果 T．と B.とは異なる ことが明らかとなった。両者ともに幼

貝では同じような形であるが成貝となって，それぞれ特徴が明らかとなる。 1963年から T．を

使って今日に至った。

T.は前に報告された通りで，二殻腹足類の科名は Tamanovalvidaeタマノミドリガイ科で

ある。模式属は T．である。 この属は科の基本的な構造をもち模式属として最適である。また

二殻腹足類として最初に報告され，最も詳しく 研究された。 Juliaは極端に変形したもので科

の模式属としては不適当である。その上 Juliidaeは二枚貝の科である。

Keen & Smithは亜目中にユリヤガイ科をおき，これをユリヤガイ 亜科 Juliinaeとパリミ

ドリガイ 亜科 Berthelininaeに分け， ユリヤ属を前者に ，他属を後者に含めた。その後この分
1 3, 1 4 1 5 

類に従うものが多い。 谷津・内田 動物分類名辞典 では報舌目に亜目をおかず，ユリヤガ

イ科 Juliidaeとタマノミドリガイ科 Berthelinidaeを別科とした。艇舌目中で二殻腹足類は他

のものとは非常に異なるので亜目を設けて分類するのが解りやすい。ユ リャガイ 成貝は他属の

ものとは著 しく 異なる殻形であるが，発生をみると他属の ものと深い関連がある。また Ludo-

＊以下 T. と略。

＊＊以下E. と略。

＊＊＊以下B. と略。本種は 0.5mmの右殻（正しくは左殻） 1個による記載。 1887年 l.3~2.6mmの幼

殻数個で再報告され，左右殻を得て二枚貝であると確認された。

＊＊＊＊この種も 0.6mmの幼小貝片殻の記載。
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vicia, Anomalomiaなどは中間型である。 ユリヤガイのみ別科とした り，別亜科とするのは不

適当である。

13 
B.は化石属と して現生属と区別することが提案された (Boettger )。私 もこれに賛成で，

B．がもう少し詳しく研究されるまで化石属と し，これに最もよく似た現生アマミミ ドリガイを

Amamia属として T.とともに現生種の再検討をした。 しかし， 現生種として 1895年に B.
16 

schlunbergeriが報告され， Keen& Smith 以来 6種におよぶこの属の現生種が報告された。

他方，化石でもポーランドさんこ岩地帯からアマミミドリガイによく似た成貝となる B.k紅
17 
chi が報告された。これらの点を考痘して，つぎのように分類することを提案する（第 1図参

照）。
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第1図 二殻腹足類殻の 3型，左殻側面図

A タマノミドリガイ，B アマミミドリガイ， C ユリヤガイ。

前述のように この問題は混乱していて，その解決について20年前に報告の用意をは じめなが

ら今日に至った。さらに資料を集めて上記分類を確かめたい。

ユリヤガイ生貝の発見

ユリヤガイはタマノミドリガイ出現以前から印度太平洋から知られていた。化石種はパリ付

近やフロリダ・西印度諸島など大西洋域からも報告されている。日本でも 1種が和歌山県その
18 

他から報告された。殻が厚いので死殻が各地から得られ，二枚貝としてではあるが，変わった

殻で稀少であるので大変興味をも たれていた。

1959年秋，黒田徳米博士から奄美大島加計呂麻島産の棟本 1個を頂いた。胎殻は破損してい

たが殻形，筋痕などから二殻腹足類に間違いないことを確かめた。それ以来，共同研究者弥益

輝文と同伴または別々に奄美大島，喜界島，和歌山県下，山口県見島角島など各地にユリヤガ
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イ生貝を求めて採集に出た。

1960年夏秋に ロ・ノクフェラー財団の援助によって米国各地の大学臨海実験所などを歴訪した。

主目的は筋構造研究連絡であったが，訪米に際してはタマノミドリガイの生貝を持参し各地で

二殻腹足類について話し合うことができたのは非常に幸であった。中でも ，ワシントンの国立

19 
科学博物館でモリソン博士から 1949年にサイパン島で採集されたユリヤガイの液浸棚本を見せ

て頂いたことは今も昨日のことのように思い出される。これがまぎれもなく二殻腹足類である

ことを知って強い衝撃を受け，改めてこの国の底力に深い敬意を感じた。それにもまして考え

こんでしまうことがあった。 1862年以来 1世紀にもわたって死殻のみが採集され報告されてき

たユリャガイが，生貝がとれても，こうして博物館の楔本瓶の中でタマノミドリガイの出現を

待って眠っていた。運命の不思議さに畏れを感じた。

帰国すると間 もなく山口県萩市見島に採集に行ったが冬の日本海では無理で海岸で殻を集め

たにとどまった。その後幾度も見島通いを繰り返し生貝が得られたのは1962年初夏であった。
20 

ユリヤガイ が記載されてから 100年目のことであっ た。同年ハワイユリヤガイの生貝も報告さ

21 
れた。見島では殻の採集は1000個をこえ，その中にはミシマユリヤガイ ゼブラユリヤガイと

して後に報告されたも のも含まれていた。その後これら三種の生貝は山口県角島，奄美大島，

沖縄本島，石垣島からも採集された。

ユリヤガイの種類

22 
ユリヤガイはハワイ 産の Juliaexquisita Gould が新属新種として報告された。その後この

属に記載されたものは第 1表に示す現生 9種化石 7種計16種である。タ マノミドリガイ発見以

前のものは二枚貝として報告された。左殻頂の突起が巻いている ことに疑問をもたない者はな

第 1表 Julia種一覧表

現生化石 (F)別に発表年順，学名，和名（新称， 現生種のみ ），産地

l. J. exquisita Gould 1862 

2. J. borbomca (Deshayes) 1863 

3 J. cornuta (deFolin & Perier) 1868 

4. J. equatorialis P1lsbry & Olsson 1944 

5. J. japonica Kuroda & Habe 1951 

6. J. bumi Sarma 1975 

ハワイユリヤガイ

ボルボンユリヤガイ

ツノユリヤガイ

パナマユリヤガイ

ニホンユリヤガイ

アンダマンユリヤガイ

ハワイ

レユニオン他

モーリチュース

パナマ他

和歌山以南

アンダマン島

7. J. mishimaensis Kawaguti & Yamasu 1982 ミシマユリヤガイ 山口県琉球

8. J. zebra Kawaguti 1982 ゼプラユリヤガイ 山口県琉球

9. J. thecaphora (Carpenter) 1857 (文献調査未完）

Fl. J. flo元danaDall 1898 フロリダ

F2. J. lecointreae (Dollfus & Dautzenberg) 1901 

F3. J. girondica (Cassman & Peyrot) 1914 

F4. J. douvillei (Cassman & Peyrot) 1914 

F5. J. gardnerae Woodring 1925 

F6. J. sp. Woodring 1925 

F7. J. bomeensis Boettger 1962 

フランス

南仏

南仏

ジャマイカ

ハイチ

ポルネオ
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い。しかし，ユリヤガイは胎殻は小さく薄いので成貝では破損していることが多い。特に死殻

では胎殻はほとんど失われている。中には前記B.ゃE.との関連についても考えられた。 ユ
23,6 

リヤガイは稀少貝で十分な数の個体を調べて記載されたものは少なく ，1個の標本または片殻

による記載もあった。その上， 殻が厚く退色や磨滅により変化したと思われるものも 含まれて

いる。このため記載が不十分で分類学上の特徴が記述されず同定に困難なものもある。これら

については再調査が必要である。

22 24 
Gould の最初の記載も新属新種であったが図がなかった。そのため Dall らはハワイ産

J. exquisita Gouldとして原記載とは異なったものを図をつけて報告した。これが多くの人に
2 1, 25 26 

採用された。 これは原記載の ものと異なることは Johnson の原記載に使用した模式標本写
13 

真と比較すれば明白であ る。このこと は Boettger も指摘しているが，彼は Dall らのものは
27 

バナマユリャガイに近いか同種ではないかと述べた。 このように標本や記載が不十分で混乱し

ている。

分布

ユリヤガイ 16種の分布は第 1表に示す。化石種はフランス各地の石灰岩層から，また，フロ
12 

リダ，西印度諸島から報告された。印度太平洋ではボルネオその他から知られている。現生種

は大西洋からはまだ報告されていない。印度太平洋に限ら れている。分布はかなり広く， 最初

の記載がハワイからで，さらに太平洋東部パナマからペルー沿岸に広がり，西はマダガスカ ル

沿岸におよぶ。南北への分布は食藻の分布に制限されるようで，熱帯のさんと礁分布地域を中

心に亜熱帯にまでおよぶ。

日本では沖縄奄美の島々を中心にさらに北上して太平洋岸では和歌山県，相模湾沿岸にまで

発見されている。日本海でも 山口県下角島見島にも生貝が得られた。これらの沿岸には現在も

造礁さんとがあって，ユリヤガイと造礁さんとの深い関連を示 している。この分布状況を前号

で述べたシ ャコガイ の分布と比較する と面白い。シャ コガイは分布が狭く大西洋は勿論のこと

太平洋東岸やハワイにはない。わが国でも奄美諸島種ケ島までである。ユリヤガイ のいる前記

見島や角島には全く見られない。

化石種は第3紀漸新世から報告されたものが 1種あるが，他は中新世 (2500万年前）から産

出している。地質学的に比較的新しいものであ る。 これに対してパリミドリガイは始新世

(5500万年前）からの産出である。ユリヤガイは二殻腹足類中では新しいものである。

形態上でもタマノミドリガイ型が基本的なものと考えられ，アマノミドリガイ 型は，それか

ら変化したものである。ユリヤガイは変化が さらにすすんだものである。これらのことを比較

して考えると二殻腹足類のきた道を読みとる手がかりが得 られるようである（第 1図参照）。

食藻

タマノミドリガイがフサイワヅタ上で発見されてから二殻腹足類の生貝はすべてイワヅタ類
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2 
上で発見された。皆イワヅタ類のみを食べている。近縁の巌舌目のウミウシの中にもイワヅタ

を食うものが多い。 ユリヤガイ 類は少し変わっ ていて，さんと岩から生える長さ約 1cm太さ

約 1mmの細いヒメ イワヅタを食う。他のものは食べない。私共も最初の報告は誤りで正しい

20 
食濠がわかっ たのは生貝を得てから 2年後であった。 1963年ワシ ントンで開かれた万国動物学

会に生貝を供覧した際も絶食状態で旅行した。

他に生貝を得た研究者もあるが食藻を確かめた人は他にはない。 ヒメイワヅタが非常に見難

いので，私共の報告を信用しない人さえある。この貝が稀れなもので，また非常に特異な習性

をもつことの一つの証拠である。

ヒメイワヅタはセンナリヅタなど他のイワヅタ類と混生することが多く見わけ難い。その上

ユリヤガイもセンナ リヅタ上で発見されることが多く間違いが起こる。ユリヤガイの生貝はミ

ドリガイ類と同時か単独に イワヅタ上で発見されている。

前記したように ヒメイワ ヅタはさんと岩にはえ，これを離れることはない。イワヅタの多く

の種類は同じ性質を示すが，例外もある。タマノミドリガイはこの例外上に生息し発生はベ リ

ジヤ期を卵内で経過し巻貝でふ化する。自由生活期がないか短く，幼貝はすぐフサイワ ヅタ上

で生活するので容易に発生過程を追求で き，実験室内で幾代にもわたって飼育できる。さんと

礁を離れて生活できる理由の一つと考えられる。

ユリヤガイの卵は小形で多数であるが，発生は早くベリジヤ期にふ化し自由生活期がある。

実験室内で稚貝の育成を試みているがまだ成功していない。食藻の条件とともにこのことがユ

リヤガイがさんと岩地帯を離れられない理由であろう。

タマノミドリガイ類はイワヅタの表面に足前部を広げて静止し，口の舌紐で小さい孔をあけ

て細胞液を吸う。食痕が残る。移動する時，多星の粘液を出してイワヅタにつけるので，強い

流れの時や，刺激に驚いて体を殻内に引っこめた時にも粘液の紐で付着していて離れ落ちない。

落ちても紐でぶらさがる。潮流のある所での採集や飼育中よく見る姿である。紐の見えない時

など緑の貝がイワヅタめがけて泳いでいるようである。身の危険を感じると白色の強い粘性毒

物を分泌することは疵舌目の多くのものに見られる通りである。

,28 
ユリャガイは足前部や口唇で細いセンナリヅタを左右から巻くように抱きかかえ液をすっ。

食藻は細く殻が重いので，さんと岩の表面にいて摂食するのが普通である。前記したセ ンナリ

ヅタなどの上にいるのは散歩中のもので摂食中のものではない。粘液分泌は少なく，殻を閉じ

ると散歩中のものなどイワヅタから落ちて しまう。下が砂だまりの所では，鮮やかな緑色の貝

が落ちて照くことがある。イワヅタの緑の中では見わけ難い保護色である。

殻色と紋様

二殻腹足類は一般に体色は緑で，褐色と白斑による紋様がある。殻も同様であるがユリャガ

イ類では猥色のものが多い。タマノミドリガイ類の体色は淡黄緑でアマミミドリガイ類は両者

の中間型である。これは殻の厚さとも関連しタマノミドリガイ類が最 も薄く，アマミミドリガ
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ィ類はやや厚い。ユリ ヤガイはさらに殻が厚い。それぞれの種で特有な色と紋様を呈する。

ゼプラユリヤガイ やミシ マユリヤガイのよう な小型種では成体でも殻は半透明で，特に水中

では透明で殻の色と生体の紋様とが重なり合って見えるので両者を見分け難い。殻のついた生

体ばかりでなく新し く取り出 した殻を調べる とよく 解る。長い年月海岸の波に洗われた殻は退

色磨滅している。前に記載された種はこのような標本によるものが多いと考えられる。殻色は

29 
乾燥標本でも20年近い間に淡くなったものが多い。

ミシマユリャガイでは約12本の肋線状に走る美しい緑線がある。緑線の太さ ，数は産地によ

り，また個体によって変異がある（アマミミドリガイにも成大したものでは幅の大きい数本の

緑帯が肋線状にみられることがある） 。絞柱基部に緑色がみられる。 ゼプラユリヤガイは殻全

体が緑色で前部に猥い褐色線が約10本肋線にそって走る。絞柱基部は褐色である。

これらユリヤガイ の緑色褐色は殻の表面近く稜柱層外層に含まれている。このため退色し，

磨滅しやすく，打上殻では肋状の溝がみられることもある。この他に殻の周辺部が紫色のもの

がある。またニホンユリヤガイに似て全体が褐色のものや猥緑色に青色小円点の散在するもの

もある。 これ らが個体変異か別種かについては検討を要する。
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